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論文内容の要旨
「他者を尊重するためには、まず自分自身を尊重できなければならない J という「セルフ・エスティーム
(self-esteem) J (以下、 rSEJ と表記)の概念は、人権教育を個人の資質のレベルでとらえ直すうえで重要な意
義をもってきたものの、抽象的な目標概念以上のものとして教育理論の中に位置づいてきたとは言い難い。むしろ、
心理学研究における SE 理論を概観した時、 SE それ自体を「望ましい特性J とみなし、あたかも SE が「高ければ高
いほどいしリという認識で抽象的、スローガン的にとらえるような傾向が見うけられるが、このことは、人権教育に
とって必ずしも適切とは言えない。
本論文は、改めて抑圧・被抑圧という立場性もふくめ、いずれの立場にある者であろうと非対称的な関係性がもっ
暴力性に抗していくための資質を育成する教育として人権教育を定義づけ、他者との関係性をプラスにもマイナスに
も規定しうる重要な要因としての SE の特徴を踏まえたうえで、筆者が「開放性」としてとらえる資質の構造と発展
過程を示すことにより、人権教育の新たな理論的枠組みを提起するものである。
本論文で筆者は、心理学研究における SE 理論を概観したうえで、人権教育における SE 概念の受容過程とそこに
生じた課題を整理し、そこから日本の国際理解教育が、 「差異」に依拠しながらも「非対称性J への視点、を抜きにし
たところで SE の重要性を語ってきた面があったのではないか、という問題意識から批判的に考察している。そして
国際理解教育を人権教育として構想し、そこで育てるべき「資質J を検討する際に、他者との非対称的関係性を固定
化させないという観点から、①可塑的自己観、②葛藤を引き受けられる自己のあり方、③「対話」と非対称性への視
点の三点が重要な柱となることを指摘している。さらに、 「非対称性j に抵抗するための教育として位置づいてきた
同和教育における SE や内的葛藤についての議論について考察し、そこから内的葛藤を通じて形成される、 「対話」
の回路が恒常的に聞かれている(または開くことができる)資質としての「開放性j の理論モデルを提示している。
そして最後に、その発展過程を同和教育における「人間関係づくり j を軸にした実践の分析を通して整理している。
? ?
論文審査の結果の要旨
本論文は、日本の人権教育において注目されているセルフ・エスティーム概念 (SE) を批判的に考察することによ
り、人権教育によって育てるべきとされる 3 つの資質(知識、スキル、態度)のうち、とくに態度の形成に焦点をあ
てた人権教育のモデ、ルを、「開放性J 概念を軸に提案するものである。
心理学研究における分析的概念である SE が、近年、人権教育や生きる力を育む教育の文脈において目標概念とし
て注目されるようになり、日本の教育界には、 SE を一面的に肯定的なものとしてとらえるような傾向が広がってい
る。申請者は、部落差別の克服をめざして蓄積されてきた同和教育の理論と実践に照らして SE を批判的にとらえ直
すことにより、このような一面性を克服する方途を提案しようとしている。
申請者は本論文において、心理学研究における SE をめぐる議論を人権教育の全般的な問題意識から検証するとと
もに、国際的な人権教育や国際理解教育の動向、さらには昨今の個性化教育の動向まで視野におさめながら、それら
の中での SE の言説を丹念に分析している。さらに同和教育に独特の言説や概念を、 SE を軸にして読み解くことによ
り、普遍性のある言説や概念として再定義する試みも行っている。また、「開放性」の形成プロセスについて、内的
葛藤の概念を軸にしながら、 vulnerability (受苦可能性)、 resiliency (しなやかさ)、受容と共感、対話といった諸概
念と組み合わせて描き出すことにより、オリジナリティのあるモデルを構想している。
「開放性J 概念の妥当性や人権教育への具体的な示唆に関する課題は若干残るが、さまざまな人権教育の研究者や
実践者にとって、本論文は今後、共通の検証軸として有効に活用しうる斬新な議論を提示している。以上の理由から、
本論文は博士(人間科学)の学位授与にふさわしいものと判定する。
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